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１ 褐毛和種繁殖経営 

（１）経営概況（１戸当たり） 

 調査対象経営体全体平均の褐毛和種繁殖雌牛飼養頭数は 21.4 頭、同子牛出荷頭数は

16.5 頭であった。これに対して、褐毛和種の代表的生産県である熊本県の飼養頭数は

22.8頭、子牛出荷頭数は 17.5頭であり、熊本県が全体平均をやや上回っている。 

 

図 褐毛和種繁殖雌牛飼養頭数、同子牛出荷頭数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業収入をみると、全体平均では 14,134千円、熊本県では 10,604千円であり、熊本

県は全体平均の 75％の水準であった。 

しかし、肉用牛収入でみると、全体平均では 7,033千円、熊本県では 6,918千円と同

程度であり、農業収入に占める肉用牛収入の割合は全体平均では 50％、熊本県では 65％

となっている。さらに、肉用牛収入に占める褐毛和種の割合は全体平均では 76％、熊本

県では 85％となっている。 

 

表 褐毛和種繁殖経営の農業収入 

農業収入に
占める割合（％）

肉用牛収入に占
める割合（％）

全体 14,134 7,033 49.8 5,339 75.9

熊本県 10,604 6,918 65.2 5,866 84.8

農業収入
（千円）

肉用牛収入
（千円）

うち褐毛和種
収入（千円）
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（２）褐毛和種子牛生産費 

 褐毛和種子牛１頭当たりの生産費は、全体平均では 482千円、熊本県では 437千円で

あり、熊本県が全体平均より約１割低くなっている。 

 

図 褐毛和種子牛１頭当たり生産費 
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生産費に占める飼料費と労働費の構成比をみると、全体平均では飼料費が 24％、労働

費が 29％となっており、この２費目で 53％を占めている。熊本県では飼料費と労働費が

それぞれ 30％となっており、この２費目で 60％を占めている。 

 

表 褐毛和種子牛 1頭当たり生産費の費目別構成比 

飼料費 労働費 その他

金額（円） 115,534 139,934 226,579

構成比（％） 24.0 29.0 47.0

金額（円） 132,231 132,782 171,583

構成比（％） 30.3 30.4 39.3

全体

熊本県

 

 注：飼料費は購入飼料と自給飼料の合計である。 



 

２ 褐毛和種肥育経営 

（１）経営概況（１戸当たり） 

全体平均の褐毛和種肥育牛飼養頭数は 67.7頭、同出荷頭数は 51.1頭であった。これ

に対して、熊本県の肥育牛飼養頭数は 132.6頭、肥育牛出荷頭数は 100.7頭であり、熊

本県が全体平均の約２倍であった。 

 

図 褐毛和種肥育牛飼養頭数、同肥育牛出荷頭数 
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農業収入をみると、全体平均では 48,140千円、熊本県では 76,236千円であり、熊本

県は全体平均の 1.6倍であった。 

また、肉用牛収入でみると、全体平均では 40,506千円、熊本県では 73,875千円であ

り、熊本県は全体平均の 1.8倍となっている。さらに、褐毛和種の収入をみると、全体

平均では 33,382千円、熊本県では 66,398千円であり、熊本県は全体平均の約２倍とな

っている。 

 

表 褐毛和種肥育経営の農業収入 

農業収入に
占める割合（％）

肉用牛収入に占
める割合（％）

全体 48,140 40,506 84.1 33,382 82.4

熊本県 76,236 73,875 96.9 66,398 89.9

農業収入
（千円）

肉用牛収入
（千円）

うち褐毛和種
収入（千円）

 



 

 なお、農業収入に占める肉用牛収入の割合は、繁殖経営では全体平均 50％、熊本県 65％

であるのに対して、肥育経営では全体平均 84％、熊本県 97％であった。このことから、

繁殖経営においては耕種部門との複合的経営が多く、肥育経営においては肉用牛の専業

経営が多いことがうかがえる。 

 

（２）褐毛和種肥育牛生産費 

 褐毛和種肥育牛１頭当たり生産費は、全体平均では 658千円、熊本県では 666千円で

あり、熊本県が全体平均よりやや高いものの、ほぼ同じ水準であった。 

 

図 褐毛和種肥育牛１頭当たり生産費 
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生産費の費目別構成比をみると、繁殖経営では飼料費と労働費でほぼ半分以上を占め

るが、肥育経営では飼料費ともと畜費が大きな割合を占める。 

全体平均では飼料費 231千円（35％）、もと畜費 250千円（38％）であり、この２費目

で７割以上を占めている。一方で、熊本県では飼料費 235千円（35％）、もと畜費 358千

円（54％）であり、この２費目で９割近くを占めている。熊本県ではもと畜費の割合が

高くなっている。 

表 褐毛和種肥育牛１頭当たり生産費の費目別構成比 

 

 

 

 

 

注：飼料費は購入飼料と自給飼料の合計である。 

飼料費 労働費 もと畜費 その他

金額（円） 231,465 87,935 249,924 88,239

構成比（％） 35.2 13.4 38.0 13.4

金額（円） 235,081 35,713 358,052 37,512

構成比（％） 35.3 5.4 53.7 5.6

全体

熊本県


